
(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
乾燥重量比１０：１から１：５０の填料及びセルロース系繊維を２．５～２０重量％含有
する水性原料懸濁液を用意し、

この原料懸濁液から成るかまたは該懸濁液から製造された水性濃紙料懸濁液を水で稀釈し
て水性稀紙料懸濁液とし、
アニオン性粒状物質を前記稀紙料にか、または前記稀紙料を形成する濃紙料に添加し、
その後ポリマー保持助剤を稀紙料に添加し、
稀紙料を脱水してシートを形成し、かつ
シートを乾燥する
ことを含む
【請求項２】
濃紙料に セルロース系物質を含有させ、 実質的に総ての セルロース系物
質を原料懸濁液中に存在させることを特徴とする請求項１に記載の方法。
【請求項３】
稀紙料中の填料 未使用の填料 未使用填料の ５０重量％を原料
懸濁液に含有させることを特徴とする請求項２に記載の方法。
【請求項４】
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原料懸濁液にカチオン性凝結剤を添加することにより填料を原料懸濁液中の繊維と共に凝
結させ、

填料含有紙の製造方法。

再使用 かつ 再使用

が をも含み、かつ 少なくとも



未使用填料を脱インキパルプとブレンドすることによって原料懸濁液を製造し、凝結剤の
添加により前記填料を原料懸濁液中の繊維と共に凝結させた後、原料懸濁液を実質的に填
料を含有しない少なくとも１種のセルロース系繊維懸濁液とブレンドすることを特徴とす
る請求項１に記載の方法。
【請求項５】
原料懸濁液中のセルロース系繊維の量が填料１重量部当たり０．５～１０重量部であるこ
とを特徴とする請求項１から４のいずれか１項に記載の方法。
【請求項６】
凝結剤を固有粘度３ｄｌ／ｇ未満の無機凝結剤、天然カチオン性ポリマー及び合成カチオ
ン性ポリマーの中から選択することを特徴とする請求項１から５のいずれか１項に記載の
方法。
【請求項７】
凝結剤がポリエチレンイミン、ジシアンジアミドポリマー、ポリアミン、並びに５０～１
００重量％の、ジアルキルジアリル第四モノマー、ジアルキルアミノアルキルアクリレー
ト、ジアルキルアミノアルキルメタクリレート、ジアルキルアミノアルキルアクリルアミ
ド及びジアルキルアミノアルキルメタクリルアミドの中から選択されたカチオン性モノマ
ーと０～５０重量％のアクリルアミドとから製造されたポリマーの中から選択された合成
ポリマーであることを特徴とする請求項６に記載の方法。
【請求項８】
稀紙料の製造に脱インキパルプ、機械パルプ、サーモメカニカルパルプ及びケミメカニカ
ルパルプの中から選択したダーティーパルプを用いることを特徴とする請求項１から７の
いずれか１項に記載の方法。
【請求項９】
ポリマー保持助剤がポリエチレンオキシド、ポリアクリルアミドホモポリマー、及びアク
リルアミドと５モル％以下のカチオン性モノマー及び／または８モル％以下のアニオン性
モノマーとのコポリマーの中から選択された合成ポリマーであることを特徴とする請求項
１から８のいずれか１項に記載の方法。
【請求項１０】
アニオン性粒状物質がベントナイトであることを特徴とする請求項１から９のいずれか１
項に記載の方法。
【請求項１１】
アニオン性粒状物質がベントナイトであり、この物質を稀紙料に添加することを特徴とす
る請求項１から１０のいずれか１項に記載の方法。
【発明の詳細な説明】
【０００１】
【産業上の利用分野】
本発明は、（板紙を含めた）填料含有紙の製造方法における保持の改善に係わり、特に填
料の保持の改善に係わる。
【０００２】
【従来の技術】
填料含有紙は、セルロース系繊維及び填料の稀釈水性懸濁液［“稀紙料（ｔｈｉｎｓｔｏ
ｃｋ）”と呼称］を用意し、稀紙料を脱水してシートを形成し、かつシートを乾燥するこ
とを含む方法で製造する。シート中に可能なかぎり多量の填料、及び微繊維を含めた繊維
が保持されることが望ましく、保持の促進のためには通常保持助剤を稀紙料に添加する。
【０００３】
稀紙料は普通、填料及びセルロース系繊維のより濃厚な懸濁液を水（典型的には脱水段階
から得られる白水）で稀釈することによって製造する。上記濃厚な懸濁液は通常“濃紙料
（ｔｈｉｃｋｓｔｏｃｋ）”と呼称される。濃紙料は単に、所望量のただ１種の原料繊維
と、ただ１種の原料填料と、水とをブレンドするか、または幾種か異なる原料繊維及び／
または原料填料と水とをブレンドすることによって製造し得る。
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【０００４】
濃紙料への供給原料の幾つかは脱インキパルプなどの再生物質であり得、再生パルプが填
料を含有する場合は以前に用いられたこの填料を濃紙料が含有することになる。しばしば
、以前に用いられたことのない填料を付加的に濃紙料または稀紙料に含有させる。
【０００５】
保持助剤としては様々な分子量のポリマーを用い得、濃紙料中により低分子量のポリマー
凝結剤を含有させた後、あるいは稀紙料中により低分子量のポリマー凝結剤を含有させた
後、稀紙料に高分子量のポリマー保持助剤を添加することも知られている。
【０００６】
例えば、未使用の填料を濃紙料への添加前にポリマー凝結剤で処理することが知られてい
る。この凝結剤処理の目的は、填料を凝結させ、それによって填料の保持を改善すること
である。残念ながら、この方法には填料の効果低減（実現される不透明性の低下など）を
招く傾向が有り、従ってこのような凝結剤添加は完全に満足できるものではない。
【０００７】
多くの填料含有紙製造方法では、（カチオン要求の低い）良質パルプから製造した稀紙料
にカチオン性の高分子量保持助剤を添加する。そのような方法において保持助剤の添加は
普通、填料及び微繊維両方の保持を改善する。
【０００８】
ヨーロッパ特許出願公開第１７３５３号では、カチオン要求の高い比較的粗製のパルプを
ベントナイトで処理し、続いて実質的に非イオン性のポリマー保持助剤で処理する。この
方法の懸濁液は実質的に填料を含有しない懸濁液であるが、懸濁液に填料を含有させ得る
変形がオーストラリア特許出願公開第６３９７７／８６号に開示されており、この変形で
は濃紙料にベントナイトを添加し、次に濃紙料を稀釈して稀紙料とし、稀紙料に比較的低
分子量のカチオン性ポリ電解質を添加し、その後高分子量の非イオン性保持助剤を添加す
る。即ち、この方法では凝結剤ポリマーを用い、これをベントナイトの後に稀紙料に添加
する。
【０００９】
【発明が解決しようとする課題】
ヨーロッパ特許出願公開第１７３５３号及びオーストラリア特許出願公開第６３９７７／
８６号に開示されているような方法は、カチオン要求が比較的高く、かつ填料含量が比較
的低い懸濁液から紙を製造するうえでは十分有効であるが、懸濁液が大量の填料を含有す
ると填料の保持に関してさほど有効でなくなる傾向に有る。
【００１０】
ヨーロッパ特許出願公開第１７３５３号及びオーストラリア特許出願公開第６３９７７／
８６号に開示されているような製紙法において填料の保持を改善し得ることが望ましい。
【００１１】
【課題を解決するための手段】
本発明による填料含有紙製造方法は、
乾燥重量比１０：１から１：５０（好ましくは１：１から１：５０）の填料及びセルロー
ス系繊維を２．５～２０重量％含有する水性原料懸濁液を用意し、
この原料懸濁液から成るかまたは該懸濁液から製造された水性濃紙料懸濁液を水で稀釈し
て水性稀紙料懸濁液とし、
ベントナイトまたは他のアニオン性粒状物質を前記稀紙料にか、または稀釈して前記稀紙
料とする濃紙料に添加し、
その後ポリマー保持助剤を稀紙料に添加し、
稀紙料を脱水してシートを形成し、かつ
シートを乾燥する
ことを含み、この方法では
原料懸濁液にカチオン性凝結剤を添加することにより填料を原料懸濁液中の繊維と共に凝
結させる。
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【００１２】
同様のカチオン性凝結物質を原料懸濁液または稀紙料への添加前の填料に添加することは
公知であるが、填料が比較的濃厚な填料及び繊維懸濁液中に繊維との混合物の状態で存在
する段階に凝結剤を添加すると非常に有利である。これには三つの理由が有ると考えられ
る。第一に、填料と共に繊維が存在することは填料が繊維の存在下に凝結して填料と繊維
との凝集体を形成することを意味し、この凝集体は脱水の際シート中に捕捉され、それに
よって保持を改善する。第二に、凝結剤を懸濁液が比較的濃厚な時に添加する結果として
、凝結剤は懸濁物質とより有効に作用し合って填料と繊維との混合凝集体をもたらし得、
また例えば稀紙料の製造に用いられる白水または他の稀釈水中の不純物との化学的相互作
用に起因する妨害によって凝結剤の有効性が損なわれることがない。第三に、特に微繊維
の濃度が低い場合、高い相対濃度で存在する結果として填料が優先的に保持される。
【００１３】
濃紙料は先に規定した水性原料懸濁液のみから成り得、その場合前記原料懸濁液を凝結段
階後に稀釈して稀紙料とする。しかし通常は、先に規定した水性原料懸濁液を、セルロー
ス系繊維を含有する１種以上の他の濃厚懸濁液とブレンドすることによって濃紙料を製造
する。
【００１４】
通常、填料の総量のうちの可能なかぎり多くを、先に述べたように繊維の存在下に凝結剤
で処理する。しかし、別に幾分かの填料を、例えば稀紙料に添加することにより填料添加
による変化を急速に起こして所定の品質を維持することが望ましい場合も有る。また、濃
紙料を脱水段階から得た白水で稀釈することによって稀紙料中に幾分かの填料がもたらさ
れ得る。例えば、稀紙料中の填料の総量の普通少なくとも５０％、好ましくは少なくとも
７０％は先に述べたように処理されている。濃紙料中の填料は、好ましくは少なくとも５
０％で通常は少なくとも７０％が先に規定したように処理され、幾つかの方法では濃紙料
中の填料の１００％がそのように処理され得る。
【００１５】
濃紙料中の填料は普通一部分が セルロース系物質によってもたらされ、また一部分
は新たに添加された（即ち未使用の）填料である。 セルロース系物質は、填料含有
紙もしくはコーテッドペーパーの損紙か、またはより重要なものとして、填料含有紙から
製造された脱インキパルプであり得る。
【００１６】
本発明では、填料及びセルロース系繊維を含有する原料懸濁液中の填料は未使用填料の添
加によってか、填料を含有するセルロース系物質（特に脱インキパルプ）の再使用によっ
てか、またはその両方によって存在させ得る。
【００１７】
好ましくは、先に規定した原料懸濁液は濃紙料に含有させるべき セルロース系物質
由来の填料を実質的に全部含有し、従って好ましくは（填料を含めた） セルロース
系物質の実質的に全部（例えば少なくとも７０％で、好ましくは１００％）が原料懸濁液
中に存在する。好ましくは、原料懸濁液は最終的な稀紙料に含有させるべき未使用填料の
一部（例えば少なくとも２５重量％か、または普通少なくとも５０重量％）または実質的
に全部（例えば少なくとも７０重量％で、好ましくは１００重量％）を含有する。
【００１８】
好ましい一方法では、填料を実質的に含有しない少なくとも１種のセルロース系繊維懸濁
液を、未使用填料を脱インキパルプ（及び場合によってはその他のパルプ）とブレンドす
ることによって製造した水性原料懸濁液とブレンドすることによって濃紙料を製造し、前
記原料懸濁液中の填料は本発明により繊維と共に凝結させる。凝結の完了した原料懸濁液
を、繊維を含有する１種以上の他の懸濁液とブレンドして濃紙料を製造し、この濃紙料を
稀釈して稀紙料とする。
【００１９】
凝結の完了した原料懸濁液の総固体含量は約２．５重量％以上で、普通は少なくとも約３
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重量％となるはずである。固体含量が約１０重量％を上回ると懸濁液の粘度及び流動特性
が取り扱いを困難にしかねず、懸濁液の総固体含量は通常約６重量％を越えない。通常、
懸濁液中の懸濁固体はその総てまたはほとんどが填料及び（微繊維を含めた）セルロース
系繊維から成る。
【００２０】
原料懸濁液は凝結生起時に（微繊維を含めた）繊維を含有しなければならない。好ましく
は、微繊維の量は最小限にする。原料懸濁液中の（微繊維を含めた）セルロース系繊維の
量は通常、乾燥重量に基づき填料１部当たり少なくとも約０．１部であるべきであり、な
ぜならこれより少量の繊維では所望の利益をもたらすには不十分である恐れが有るからで
ある。通常、繊維量は填料１部当たり約０．５または１部から約１０部までである。繊維
量が填料１重量部当たり約５０重量部より多くては本発明の商業的価値がむしろ低下しか
ねず、なぜならその場合最終的な紙の総填料含量が必然的に低くなり、従って填料保持が
重要な問題とならないかもしれないからである。
【００２１】
稀紙料中の填料の量は、乾燥重量に基づきセルロース系繊維１部当たり典型的には約０．
０５～３部、好ましくは０．１部前後から１部までである。最終的な紙中の填料の量は紙
の総乾燥重量に基づき普通２～５０％で、しばしば５％または１０％を上回り、かつしば
しば２０％または３０％以下である。
【００２２】
填料は填料含有紙の製造に用いるのに適した、白陶土、炭酸カルシウムまたはカオリンを
含めた任意の填料であり得る。
【００２３】
濃紙料の総固体含量は通常約２．５～１０重量％で、普通約３～６重量％であり、稀紙料
の総固体含量は典型的には約０．２５～２重量％である。
【００２４】
水性原料懸濁液に添加するカチオン性凝結剤は、ミョウバン、アルミン酸ナトリウム、ま
たはポリ塩化アルミニウムもしくはポリ硫酸アルミニウムといった無機凝結剤であり得る
が、好ましくはカチオン性のポリマー凝結剤である。カチオン性ポリマー凝結剤はカチオ
ン性澱粉などのカチオン性の（改質天然ポリマーを含めた）天然ポリマーであり得るが、
普通は合成の低分子量カチオン性ポリマーであり、その固有粘度は通常約３ｄｌ／ｇを下
回る。固有粘度は懸濁レベル粘度計によって、ｐＨ７．０に緩衝した塩化ナトリウムの１
モル水溶液中で２５℃において測定する。通常、ＩＶは０．１～３ｄｌ／ｇであり、最良
の結果が得られるのは通常０．２～２．４ｄｌ／ｇにおいてである。ゲル浸透クロマトグ
ラフィーで測定した適当なポリマーの分子量はしばしば約２００万を下回り、好ましくは
１５０万、最も好ましくは１００万より小さく、しばしば１００，０００を下回って例え
ば３０，０００という小さい値まで有るが、ジシアンジアミドなど幾つかのポリマーには
、例えば１０，０００にまで減少する更に小さい値が適当である。
【００２５】
凝結剤ポリマーはポリエチレンイミン、ジシアンジアミドまたは（例えばエピクロルヒド
リンをアミンと縮合させて製造した）ポリアミンであり得るが、好ましくはエチレン性不
飽和カチオン性モノマーのポリマーであり、このポリマーは場合によっては、通常非イオ
ン性である１種以上の他のエチレン性不飽和モノマーとのコポリマーである。適当なカチ
オン性モノマーはジアルキルジアリル第四モノマー（特にジアリルジメチルアンモニウム
クロリド）、並びに酸付加または第四アンモニウム塩としてのジアルキルアミノアルキル
アクリルアミド、ジアルキルアミノアルキルメタクリルアミド、ジアルキルアミノアルキ
ルアクリレート及びジアルキルアミノアルキルメタクリレートである。好ましいポリマー
は、ジアリルジメチルアンモニウムクロリドまたは四級化ジメチルアミノエチルアクリレ
ートもしくはメタクリレートのホモポリマーか、またはアクリルアミドとのコポリマーで
ある。通常、コポリマーの５０～１００％、しばしば８０～１００％はカチオン性モノマ
ーから成り、その際残量はアクリルアミドまたは他の水溶性で非イオン性のエチレン性不
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飽和モノマーである。
【００２６】
原料懸濁液に添加する凝結剤ポリマーの量は、懸濁液の乾燥重量に基づき典型的には約０
．００５～２％、好ましくは約０．０１～１％であるが、凝結剤物質が無機質である場合
の典型的添加量は約２～１０％で、例えば約５％であり得る。紙の乾燥重量に基づく有機
凝結剤量は典型的には約０．００５～０．５％、好ましくは０．０１～０．２％である。
【００２７】
通常、填料及び繊維を含有する紙料への凝結剤ポリマー物質の添加は所定の段階に（即ち
填料及び繊維を含有する原料懸濁液に対して）のみ行なうことが好ましい。しかし、凝結
剤を別の段階で添加することも可能である。例えば、ピッチコントロール添加物などの所
望の通常添加物を、例えば出発繊維濃紙料に添加するような場合である。低分子量カチオ
ン性ポリマーは通常同様、このような目的にも用い得る。
【００２８】
本発明は、比較的精製された、カチオン要求が低いかまたは非常に低いパルプを含めた様
々なパルプに対して適用できる。しかし、本発明方法の一利点は、稀紙料が比較的大量の
アニオン性不純物を含有する場合に有効に用いられ得るということに有る。稀紙料が比較
的大量のアニオン性不純物を含有する事態は、稀紙料を大量の（例えば総パルプの少なく
とも３０重量％、しばしば少なくとも５０重量％の）脱インキパルプ、または機械パルプ
、サーモメカニカルパルプもしくはケミメカニカルパルプから製造した結果である。この
事態は、特に上記のようなパルプが（パルプ総量に基づき）きわめて小さい比率でしか用
いられない場合は白水を長期間再使用することによって惹起され得る。
【００２９】
通常、上記のような稀紙料は（凝結剤未添加の状態で）そのカチオン要求が比較的高くな
るようなアニオン含量を有する。要求されるカチオン量は、例えば稀紙料を所期の方法と
同様に、但し凝結剤の添加は省略して製造し、稀紙料の試料をポリエチレンイミン（ＰＥ
Ｉ）に対して滴定して、保持の著しい改善が達成されるまでに添加しなければならないポ
リエチレンイミンの量を測定すると少なくとも０．０６％、普通は少なくとも０．１％と
なり得る。０．０６％という値は、保持の著しい改善を達成するためには少なくとも６０
０ｇ／ｔのＰＥＩの添加が必要であることを示している。
【００３０】
要求されるカチオン量を求める別の方法に、稀紙料の試料を高速濾紙で濾過し、濾液を、
例えばＭｕｔｅｋ　Ｐａｒｔｉｃｌｅ　Ｃｈａｒｇｅ　Ｄｅｔｅｃｔｏｒを用いて、標準
化したポリＤＡＤＭＡＣ溶液に対して滴定することが有る。カチオン要求の高い稀紙料か
ら得た濾液のアニオン電荷濃度は普通０．０１ｍｍｏｌ／ｌを越え、しばしば０．１ｍｍ
ｏｌ／ｌを上回る。
【００３１】
アニオン性粒状物質の紙料への添加は、ポリマー保持助剤の添加の前に行なう。粒状物質
は稀紙料に添加しても濃紙料に添加してもよいが、濃紙料に含有させる場合は凝結剤の後
に添加するべきであり、そうしないと繊維及び填料と共に凝結しかねない。濃紙料への供
給原料がただ１種である場合は粒状物質を凝結完了後の当該原料に添加しなければならな
いが、濃紙料への供給原料が数種存在する場合、粒状物質を原料同士のブレンド後に添加
するか、または凝結剤を添加しない原料に添加することが可能である。
【００３２】
粒状物質は任意の膨潤クレーであり得、通常は普通“ベントナイト”と呼称される物質で
ある。この物質は通常、例えばヨーロッパ特許第１７３５３号及び同第２３５８９３号に
開示されているように、膨潤クレーとして機能するスメクタイト、モンモリロナイトまた
はヘクトライトである。“ベントナイト”及び“フラー土”という名称で市販されている
物質が適当である。膨潤クレーの替わりに、非常に大きい表面積を有する他のアニオン性
物質を用いることも適当であり得る。そのような物質は、例えば３μｍ未満で好ましくは
０．３μｍ未満、更には０．１μｍすら下回るという非常に小さい粒径を有するべきであ
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る。例としては、粒状ポリケイ酸誘導体などのケイ酸化合物、ゼオライト及びアニオン性
ポリマー乳濁液などを挙げることができる。完全にアニオン性であるクレーやポリマーを
用いる替わりに、（幾つかのカチオン性基と、普通それより多くのアニオン性基とを含む
）両性のクレーやポリマーを用いることも可能である。
【００３３】
ベントナイトまたはその他の粒状物質の添加量は通常、懸濁液の乾燥重量に基づき約０．
０２～２％である。
【００３４】
本発明で用いるポリマー保持助剤は好ましくは、固有粘度が約４ｄｌ／ｇを上回り、しば
しば約６ｄｌ／ｇを上回る合成ポリマーである。
【００３５】
保持助剤はカチオン性であり得、その場合該助剤は通常アクリルアミドの、通常ジアルキ
ルアミノアルキルアクリレート、ジアルキルアミノアルキルメタクリレート、ジアルキル
アミノアルキルアクリルアミド塩またはジアルキルアミノアルキルメタクリルアミド塩で
ある、５０重量％以下のカチオン性モノマーとのコポリマーである。保持助剤はアニオン
性であってもよく、その場合の該助剤は、通常ナトリウムアクリレートである、５０重量
％以下のアニオン性エチレン性不飽和モノマーとのコポリマーであり得る。
【００３６】
しかし、好ましくは保持助剤ポリマーは実質的に非イオン性である。このポリマーを完全
に非イオン性とすることも可能であり、その場合ポリマーは、例えばポリエチレンオキシ
ドまたは（場合によってはポリマー中に約２モル％以下のナトリウムアクリレートを含有
する）ポリアクリルアミドホモポリマーであり得、あるいはまた僅かにアニオン性もしく
は僅かにカチオン性であり得る。例えば、上記ポリマーは１０または１５モル％以下のア
ニオン性基と、５または１０モル％以下のカチオン性基とを有し得る。
【００３７】
好ましいポリマーは、少なくとも４ｄｌ／ｇの固有粘度を有し、かつアクリルアミドのみ
から成るか、またはアクリルアミドと５モル％以下のカチオン性基（好ましくはジアルキ
ルアミノアルキルアクリレートまたはメタクリレート第四塩）及び／または８モル％以下
のアニオン性基（好ましくはナトリウムアクリレート）とから成るポリマーである。ナト
リウムアクリレートを用いる替わりに、他の水溶性アクリル酸塩や別のアニオン性モノマ
ー基を用いることも可能である。
【００３８】
ポリマー保持助剤の添加量は通常、乾燥重量で１００～１，５００ｇ／ｔである。最適添
加量は通常方法で選択し得る。
【００３９】
本発明による製紙法は、先に規定した凝結剤及び填料の添加以外は全体として通常どおり
であり得、新聞用紙、または板紙を含めた他の等級の紙を製造するべく実施し得る。
【００４０】
【実施例】
以下に幾つかの実施例を示す。各実施例において、僅かにアニオン性である保持助剤は９
５モル％のアクリルアミドと５モル％のナトリウムアクリレートとのコポリマーであり、
その固有粘度は１２ｄｌ／ｇであった。
【００４１】

（最終固体総量の）１０％の焼成クレー填料を脱インキパルプ（ＤＩＰ）とブレンドして
、総固体含量が３．５％であり、填料：繊維の乾燥重量比が１：４である水性原料懸濁液
を製造した。別の試験では水性原料懸濁液を、ＤＩＰのみから製造した。
【００４２】
原料懸濁液を、ＴＭＰ、砕木パルプ及びマグネファイトパルプから製造した懸濁液（以後
“パルプ原料”と呼称）とブレンドした。得られた懸濁液混合物が濃紙料であり、その総
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填料含量は固体総量の１６％、総繊維含量は８４％であった。
【００４３】
次に、浄化した白水で上記濃紙料を稀釈して、コンシステンシー０．７９％の稀紙料とし
た。
【００４４】
稀紙料懸濁液にベントナイトを４，０００ｇ／ｔの量で添加し、完全に混合した後４００
ｇ／ｔ（乾燥ベース）の、僅かにアニオン性であるポリアクリルアミド保持助剤を添加し
、混合した。処理済みの稀紙料を脱水してシートを形成し、これを乾燥した。
【００４５】
本発明の方法により、固有粘度約０．４ｄｌ／ｇのポリジアリルアンモニウムクロリドか
ら成るカチオン性凝結剤の添加を、表Ｉに特定した量及び添加時点の下で行なった。最初
のパス分の保持を観察した。添加時点Ａでは、ＤＩＰのみを含有する水性原料への添加を
行なった。添加時点Ｂでは、ＤＩＰ及び焼成クレーを含有する水性原料への添加を行なっ
た。添加時点Ｃでは“パルプ原料”への添加を行なった。添加時点Ｄでは、ベントナイト
添加前の稀紙料への添加を行なった。
【００４６】
【表１】
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表Ｉにまとめた結果は、カチオン性凝結剤を稀紙料に添加すると保持が劣悪化し、また填
料を伴わないパルプに添加しても無意味であるが、カチオン性凝結剤をＤＩＰ、特に予め
焼成クレーと混合したＤＩＰに添加すると保持を改善できることを明らかに示している。
【００４７】

サーモメカニカルパルプ（ＴＭＰ）と、冷ソーダパルプ（ＣＣＳ）と、未晒しクラフトパ
ルプ（ＵＢＫ）とをブレンドして水性原料懸濁液を製造し、この懸濁液を焼成クレー填料
とブレンドした。得られた懸濁液が濃紙料であり、そのコンシステンシーは３．５％、填
料対繊維の乾燥重量比は１：１．５であった。
【００４８】
上記濃紙料を白水で稀釈して、填料含量２６％、繊維含量７４％、及びコンシステンシー
０．８８７％の稀紙料とした。
【００４９】
別に述べないかぎり、この懸濁液にベントナイトを３，０００ｇ／ｔの量で添加し、完全
に混合した後２５０ｇ／ｔの、僅かにアニオン性であるポリアクリルアミド保持助剤を添
加し、混合した。処理済みの稀紙料を脱水してシートを形成し、これを乾燥した。
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【００５０】
本発明の方法により、固有粘度０．４ｄｌ／ｇのポリジアリルジメチルアンモニウムクロ
リド（ｐｏｌｙＤＡＤＭＡＣ）から成るカチオン性凝結剤をクレーのみに対して、あるい
はまた表ＩＩに特定した様々なクレー－繊維懸濁液に対して添加し、最初のパス分の保持
を観察した。
【００５１】
【表２】
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表ＩＩにまとめた結果は、カチオン性凝結剤を（オーストラリア特許出願公開第６３９７
７／８６号に開示されているような）ベントナイトの後に添加すると保持が劣悪化するこ
とを明らかに示している。カチオン性凝結剤を焼成クレーに添加しても最小限の、または
逆の効果しか得られないが、予め焼成クレーと混合した濃紙料に添加すると最初のパス分
の保持が改善される。
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【００５２】

実施例２で用いたのと同じ紙料において、二つの系を評価した。一方の系は実施例２で用
いたのと同じであり、ポリＤＡＤＭＡＣ凝結剤の添加は焼成クレーを含有する濃紙料に対
して行なった。表ＩＩＩ中に記号＊を付して示した他方の系では、濃紙料混合物にベント
ナイトを添加し、これを稀釈して稀紙料とし、稀紙料に改質ポリエチレンイミン凝結剤を
添加してから保持助剤を添加した。この方法では焼成クレーは、凝結剤添加前の稀紙料に
添加した。
【００５３】
【表３】 10
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表ＩＩＩにまとめた結果は、カチオン性凝結剤を、（オーストラリア特許出願公開第６３
９７７／８６号に開示されているような）既にベントナイトを含有する稀紙料に添加する
と保持が劣悪化し、焼成クレーを含有する濃紙料原料懸濁液に添加すると最良の保持改善
が実現することを明らかに示している。
【００５４】
表ＩＩＩに示した、最初のパス分の保持及び最初のパス分の灰分保持の観察結果同士の比
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較から、焼成クレーを含有する濃紙料に予めカチオン性凝結剤を添加することが焼成クレ
ーの優先保持の一助となったことが判明した。なぜなら所与の最初のパス分の保持に対し
て、最初のパス分の灰分保持が比較的高かったが、このようなことはカチオン性凝結剤を
、既にベントナイトを含有する稀紙料に添加した場合には認められなかったからである。
【００５５】

実施例２及び３のパルプを用いてミルを稼働させた。この操作ではベントナイトは濃紙料
に含有させ、焼成クレーは総て稀紙料に添加した。実施例２及び３で得られた実験作業の
結果に基づいてミルのウェットエンドケミストリーを変更し、このミルでカチオン性凝結
剤の添加を採用した機械実験を実施した。
【００５６】

７５％の焼成クレーの添加を稀紙料から濃紙料に移し、それによってクレーを濃紙料混合
物と稀紙料とに３：１の比率で分配した。次に、濃紙料混合物及び焼成クレーを４００ｇ
／ｔ以下のポリＤＡＤＭＡＣ凝結剤（総製紙固体の乾燥重量１ｔにつき乾燥重量で４００
ｇ以下の凝結剤）で処理した。混合後、処理済みの濃紙料をバックウォーターで稀釈し、
これに残りのクレーを添加して稀紙料とした。機械のヘッドボックスの手前に位置する最
終剪断点の直前及び直後でベントナイト及びアニオン性ポリアクリルアミドをそれぞれ添
加した。
【００５７】
焼成クレーの分割供給は大部分のクレーを本発明でのように処理することを可能にし、一
方稀紙料への焼成クレー添加はミルがシート容量（ｓｈｅｅｔ　ｃａｐａｃｉｔｙ）を迅
速に調節することを可能にした。
【００５８】
実施例２及び３で用いたカチオン性凝結剤を４００ｇ／ｔ（最終的に得られる紙の乾燥重
量１ｔにつきポリマー乾燥重量で４００ｇ）の量で用いたところ、ミルにおいて、カチオ
ン性凝結剤を用いない場合に比較して次のような利点が得られた：
ａ）　総焼成クレーフローが２９％低下
ｂ）　ヘッドボックス内の灰分が５１％低下
ｃ）　バックウォーター中の灰分が５３％低下
ｄ）　紙の不透明度が８９から９１に上昇。
【００５９】
不透明度は焼成クレーの添加量を判断する唯一の規準であるので、ミルは焼成クレー使用
量を更に低減し、しかもなお８８の透明度というオリジナル製品仕様を維持することがで
きた。
【００６０】

ＴＭＰ濃紙料とＤＩＰ濃紙料とを乾燥重量比１．５：１でブレンドして、総固体含量３．
３％、填料対（セルロース系微繊維を含めた）繊維の乾燥重量比０．０５：１の水性原料
懸濁液を製造した。得られた濃紙料を、浄化した白水でコンシステンシー０．９％に稀釈
した。
【００６１】
ベントナイト（Ｂ）を４ｋｇ／ｔの量で、また実施例２、３及び４で用いたポリＤＡＤＭ
ＡＣ凝結剤（Ｃ）を０．５ｋｇ／ｔの用量で、表ＩＶに特定した様々な順番及び添加時点
において添加した。いずれの試験でも最後に０．４ｋｇ／ｔの、僅かにアニオン性である
ポリアクリルアミド保持助剤の後添加を行なった。
【００６２】
最初のパス分の保持を調べる標準試験と共に、稀紙料濾液に関して濁り度試験及びカチオ
ン要求試験も、可溶性及びコロイド状物質を製紙物質と共に保持し、かつ水性相からそれ
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実施例４
（比較例）

（実施例）

実施例５



らを除去するうえでの様々な添加時点の有効性を示すものとして実施した。
【００６３】
ＲＣＦと、後晒しＴＭＰと、浄化した白水とを混合することによって製造した実験室稀紙
料に関しても試験を実施した。
【００６４】
【表４】

(15) JP 3593138 B2 2004.11.24



　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
表ＩＶから看取できるように、最初のパス分の保持に関しては、カチオン性凝結剤を最初
に最適添加時点で添加すれば常に最良の結果が得られ、最適の添加時点はカチオン性凝結
剤を濃紙料に、ベントナイトを稀紙料に添加することであった。更に、最初のパス分の保
持に関して最適である添加時点はまた、カチオン要求及び濁り度によって測定される、可
溶性及びコロイド状物質を保持して水性相から除去する最適の添加時点でもあった。
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【００６５】
（オーストラリア特許出願公開第６３９７７／８６号に開示されているように）ベントナ
イトを濃紙料に添加し、カチオン性凝結剤を稀紙料を添加すると、最初のパス分の保持は
比較的低劣となり、濁り度及びカチオン要求は比較的高まった。
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